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表2 分類一括変換表の例

旧分類 NDC 旧分類に関するメモ

615.1 499 薬事一般

615.ll 499.12 薬局方

615.2 499.1 主作用による薬物分類,医薬品

615.3 499.1 物質起源による薬物分類,医薬品

615.32 499.8 生薬など

表3 資料番号別変換表の例

資料番号 NDC

1000166130

0000573899

0000578708

1000277663

1000378628

499.04

499.04

499.079

499.07

499.07

ば499.09)へと変換 した｡そのため,分類変換

表は2種類作成した｡

最初に行う分類の一括変換のために,分類一括

変換表を作成した (表 2)｡分類一括変換表では,

旧分類記号ごとに対応するNDC記号を指定 し

た｡次に行う変換のためには,資料番号別変換表

を作成 した (表 3)｡資料番号別変換表は,スタ

ッフが実際に該当分類箇所の資料を手に取 り,1

冊ずつNDC分類を付与した｡この作業の際,未

処理資料と分類付与済み資料とを識別しやすくす

るために,分類ラベルに小さな印を付けていっ

た ｡

4.2.業務システム内の分類記号の一括変換

先に作成した分類変換表をもとに,業務システ

ム内の分類記号の一括変換をシステム業者に依頼

した｡変換がうまくいかなかった場合に備えて,

旧分類記号は,利用者から見えないフィール ドに

保存しておくようにした｡

業務システム内の分類一括変換を行った後は,

OPACに表示される請求記号のうち,分類記号

のみが新分類で表示される｡しかし,現物の図書

資料の請求記号は,分類記号を含めて,まだ,旧

分類時のままである｡システム内の分類変更を先

に行うために生じるOPACと現物資料の請求記

号の差異により,OAPCにて検索した資料を探

す利用者の行動に支障が生じることになる｡

しかしながら,短期間でセンター内の蔵書すべ

てを新分類へと変更するため,旧分類から新分類

へのデータ上の一括変換は避けられない｡加え

て,当センターでは,請求記号ラベルの出力を業

務システムより行っているため,まずは,業務シ

ステム内の分類変更を行う必要があった｡そのた

め,少しでもOPACと現物の請求記号の差異を

減らすために,現物資料の処理に合わせて,4回

に分けて一括変換を行った｡

同時に,利用者への案内のために,資料番号を

入力することで旧分類時の請求記号を表示するシ

ステムを,センター内のOPAC端末から利用で

きるようにした｡このシステムの作成は,ネット

ワークセンターに依頼した｡旧請求記号表示シス

テムとスタッフの人的支援により,利用者に生ま

れる戸惑いに対処した｡

4.3.現物資料の処理

以降は,請求記号ラベルの貼 り替えや配架等,

現物図書に対する作業である｡これらは業務委託

とした｡業務委託 は,分類変更の対象である

101,000冊のうち,別置本を除いた 89,000冊 を

対象とした｡業務委託期間は8月から11月まで

とし,委託作業の内容は,著者記号の入力,ラベ

ルの印刷 ･貼 り香え,資料の配架 とした｡業務委

託ゆえに,1日あたりの作業量等は当センターで

は把握していないが,平日9時から5時までの間

に,1日あた り6人から10人程度が作業にあた

っていた｡

著者記号の入力,ラベルの印刷を行うにあたっ

て,業務システムを使用することになる｡そのた

めのPC,バーコードリーダー,プリンタなどの

機材は,基本的に当センターのものを用意した｡

作業場所は,作業時間の短縮のため,フロアごと

に書架の近 くに設置した｡

著者記号の入力は,事前準備で定めた著者記号

入力規則に従い行った｡現物資料を手元におい

て,書誌を見ながら著者記号をシステムに入力す

る｡不明点があれば,センタースタッフも随時質

問を受け付けたが,基本的には,委託先の目録担

当者が対処していた｡

ある程度の著者記号の入力が終われば,ラベル

を印刷 し,貼 り替 えを行 う｡貼 り替 えについて
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は,作業時間の短縮のため,古いラベルの上か

ら,新ラベルを貼 り付けることにした｡古いラベ

ルと新ラベルの色を変えることで,未処理資料を

識別しやす くした｡

一定の数のラベルの貼 り替えが終わるたびに,

配架担当の委託スタッフが,新分須 ･著者記号順

で書架に配架 していった｡部分的に,資料が入 り

きらない場所については,別フロアの書庫に一時

的に資料を退避させることにした｡資料の移動に

伴 う,利用者への案内や書架見出しの随時の変更

は,センタースタッフが行った｡すべてのラベル

の貼 り替えが終わった時点で,再度,最終的な書

架の整理 ･調整を行った｡

5.結 果

業務システム内の分類一括変換,および業務委

託による現物資料の分類変更は,8月 1日から開

始し,11月 12日で終了した｡その後,スタッフ

により,業務委託の対象とならなかった別置本の

分類変更を12月ごろまで行った｡以降,3月ご

ろまでにかけて,スタッフで実際の書架を見なが

ら,さらに細か く分類 したほうがよい箇所などを

ピックアップLNDC適用の微調整を行った｡期

間中は,当初の予定通 り,閉館や貸し出し禁止な

どの措置なく,作業を終えることができた｡

書架の変化 としては,新分類の採用により,歴

史 ･地理を扱った図書が,3階から1階に移動す

るという大きな変化が生じた｡これを含めた資料

の移動に関して,利用者からのクレームはなく,

戸惑いが感 じられるということは見受けられな

い｡分類変更に伴って行った請求記号の変更につ

いても,同様である｡

作業中に生じた問題 として,業務システム内の

分類の一括変換がうまくいかなかったケースがあ

った｡利用者から,自然保護の図書が統計の書架

に並んでいるというクレームがあり,問題が発覚

した｡原因は,旧分類記号データが二重に変換さ

れたためだと判明した｡

自然保護の資料が分類 されていた旧分類記号

502は,分類一括変換表 で指定 された新分類

519.8へ と正 しく一括変換されたが,この 519.8

という記号が旧分類 においても存在 していたた

図1 データ2重変換の例

め,さらに分類一括変換表で 417へと一括変換さ

れてしまったのだった (図 1)0

このような現象は,計 2カ所,100冊程度見受

打られ,センタースタッフが半日程度かけてデー

タ,現物両方の分類を修正 した｡2回目以降の業

務システム内の分類一括変換では,同様の問題が

生 じることを避けるため,旧分類 ･新分類両方に

使われている記号を事前にピックアップし,一括

変換を依頼 した｡

6.お わ り に

センター内の蔵書のすべてを対象 とする大規模

な分類体系の変更を行ったのは,センターで所蔵

する図書資料を今まで以上に利用しやすい形で利

用者に提供 したいという思いからだった｡それゆ

え,作業中においても,できるだけ通常通 りセン

ターを利用できるよう心がけた｡結果 として,

2007年度の入館者数 ･貸出冊数に作業の影響が

出なかったことは,作業中の利用者に対する配慮

が関係 していると考えている｡

書架分類の変更を行 うということは,単にセン

ター内の図書資料の配置換えを行 ったのではな

く,我々が利用者に提供する情報 ･知識体系の再

編成 を行 ったのだ といえる｡その体系 として

NDCを採用することにより,国内のほとんどの

図書館 と共通した方法でl育報 ･知識を書架に表現

できるようになった｡そのメリットとして,それ

までセンター以外の図書館を利用してきた利用者
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にとっては,ブラウジング行動がよりしやすい書

架が実現できたことがあげられる｡

また,求めている資料が明らかな場合の検索性

も向上した｡分類体系の変更に伴って請求記号を

整備したことにより,同じ請求記号を持つ資料が

少なくなった｡加えて,同分野 ･同著者の資料が

洋書 ･翻訳書を問わず-カ所にまとまるようにも

なった｡このことは,OPACで検索 し書架で図

書を探す行動も容易にしたのである｡

また,分類作業の効率化がなされたことによる

メリットも大きい｡教員からは,研究費購入の資

料の整理にかかる時間が短縮されたことが好評で

ある｡加えて,スタッフがセンター資料をより活

用してもらうための新しい取 り組みを展開できる

ようになった｡例えば,2008年度より,当セン

ターでは読書推進活動 として定期的な図書展覧会

を実地している2)｡

今後は,資料の構成の変化を反映しながら,当

センターの分類で用いるNDC記号 ･階層を,防

時見直していく必要がある｡汎用の分須体系を,

アレンジすることなく採用することは,今回の分

類体系変更の目標の 1つであったが,当センター

では,主題によって,使用する階層を変更すると

いう方法をとっている｡自然科学分野の進歩 と蔵

書構成をみながら,当センターにおけるNDC適

用方法の見直しを続けていき,維持 ･管理を行っ

ていくことが必要である｡そのことは,より一層

利用されやすい書架を構築していくことにつなが

るだろう｡
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